
会 議 報 告 書 

会議名 令和５年度 第４回三島市社会教育委員会議 

日 時 令和６年１月 25日（木） 午後１時 30分から４時まで 

場 所 三島市民生涯学習センター ３階 講義室 

出席者 

社会教育

委員 

永倉委員長、足立委員、渡邉委員、髙橋委員、小籔委員、大澤委員、 

飯塚委員、齋藤委員、山本委員、井口委員、野田委員 

事務局 
鈴木教育推進部長、若林生涯学習課長、渡辺図書館長、辻文化財課長、 

加藤文化振興課長、星谷係長、堤主事 

傍聴人 なし（公開会議、傍聴人定員 2名） 

項 目 趣  旨 

１ 開 会 

 

 

 

２ 委嘱状交付 

 

 

 

３ 教育委員会 

挨拶 

 

 

４ 自己紹介 

 

 

 

５ 正副委員長 

選出 

 

 

６ 正副委員長 

挨拶 

 

 

７ 議  事  

（報告・協議） 

 

 

 

 

教育推進部長より委嘱状交付 

 

 

 

 教育推進部長より挨拶 

 

 

 

各委員より自己紹介 

教育推進部長より職員紹介 

 

 

委員長に永倉委員が 

副委員長に小籔委員がそれぞれ就任 

 

 

 委員長及び副委員長より挨拶 

 

 

 

（１） 令和５年度 第３・四半期の経過報告及び第４・四半期の予定報告 

各課より資料に沿って説明 



 

委員 

 

図書館長 

委員 

 

図書館長 

 

委員 

 

委員 

 

図書館長 

 

委員 

 

図書館長 

 

委員 

 

 

 

図書館長 

委員 

 

 

委員 

 

 

生涯学習係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質疑応答） 

図書館の「ブックスタート事業」の参加者が 9 人や 14 人との記載があるが、

母数である何人の対象者に対しての参加者数か。 

約 50～60人の対象者に対しての参加者数である。 

 参加率が低いのであれば対策をすべきではないか。いわゆるマンネリ化で減少

傾向にあるのではないかと思うが。 

 家庭の事情等で参加できない方も多いが、PR等を更に行う所存である。 

 また、より詳細に参加者数を調査し、参加者増に向け、今後努力していく。 

 離乳食教室に参加された方がそのまま「ブックスタート事業」に参加されると

思うので、離乳食教室自体に PRの仕方を考えてもらえたらと良いのではないか。 

 視察研修先の静岡市立中央図書館では、「以前より幼児の来館者が増えた」と

のことだったが、その理由は何か。 

 乳幼児を連れた来館者でも気兼ねなく過ごせるよう、木曜日の午前中に「コア

ラタイム」という制度を導入したことで来館者が増えたとのことであった。 

 三島市でも既に水曜日の午前中に読み聞かせを実施しており、親と子による良

いリズムが出来ていると感じるが、それ以上に好評だったということか。 

 時間帯を区切ることにより、より気軽に来館できるようになったという意見が

あったとのことである。 

「ブックスタート事業」について、離乳食教室後だけに限定しては、参加人数

が限られてしまうのではないか。司書やボランティアの方が隔週で曜日を決めて

開催いただけると気軽に参加できるようになり、更なる参加者増につながるので

はないかと考える。 

 貴重なご意見、大変ありがたい。今後検討させていただく。 

 数年前に掛川市の図書館を視察した際、時間を決めて読み聞かせを行っている

と伺った。子ども連れの父親が来館する家庭も多かったと感じた。今後は父子で

も来館しやすい場やきっかけづくりを行ってほしい。 

リカレント教育関連事業として「ChatGPT はじめて講座」が開催されるとのこ

とだが、参加対象は限られているのか。また、「生涯学習センター夜間貸出事業」

における利用率を教えてほしい。 

参加対象については、特に限定せず、一般の方を広報みしま等で募集している。

興味のある方に学んでいただき、今後の生活に活用いただければと思い、開催に

至った次第である。 

また、「生涯学習センター夜間貸出事業」については、広報みしま 12月１号に

リカレント教育の特集記事を掲載した影響から、今年度は 50 人近くの方に利用

者登録をいただいており、年々増加傾向にある。 

 

 

（２） 任期中における他の組織に係る委員選出（案）について 

 賛成多数により可決 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 報 告 

 

 

委員 

 

 

 

９ その他 

 

 

 

 

 

名    称 委 員 名 

１ 青少年問題協議会 永倉委員長 

２ 青少年相談室運営懇話会 山本委員 

３ 公民館運営審議会 大澤委員 

４ 箱根の里運営協議会 足立委員 

５ 生涯学習センター運営委員会 本持委員 

６ 三島いきいきカレッジ評議員 渡邉委員 

７ 三島市少年少女発明クラブ実行委員会 井口委員 

８ 三島市郷土資料館運営協議会 小籔委員 

 

 

（３） 令和６年度以降における社会教育委員実践発表（案）について 

賛成多数により可決 

 

（４） 委員報告 

・11月 ６日（月）  令和５年度親と子のスマホ・ＳＮＳ 

安心情報ネットワーク会議総会 

          生涯学習課長より説明 

・11月 17日（金）  令和５年度第２回東部社会教育関係者等研修会 

         委員より説明 

・11月 22日（水）  令和５年度第２回箱根の里運営協議会 

         生涯学習課長より説明 

・１月 17日（水）  令和５年度田方ブロック社会教育委員研修会 

   委員より説明 

・１月 22日（月） 令和５年度社会教育関係者研修会 

             委員より説明 

 

 

 

「絵本のまち三島」事業の推進について（図書館・文化振興課より） 

図書館長・文化振興課長より資料に沿って説明 

 

非常に良い取組だと思う。今後も期待している。 

  

 

 

委員長より教育委員会への出席について報告 

教育推進部長より絵本のまちについて説明 

 



委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

10  閉 会 

 

中央女性学級で実施している全体学習においても図書館司書の方に講演いた

だき、読み聞かせを行った。その際、100歳までに読む本も 100冊あると伺った。

子どもだけでなく高齢者にも感動するような絵本もある。非常に良い取組だと思

う。 

 高齢者サロンで読み聞かせや紙芝居を行っているが、図書館に通う人も増えて

きている。年齢により感情の高ぶりも異なるので、非常に良い事業だと考える。 

 

 

【会議終了】 

 


